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１ 研究テーマ 

 (1) 研究テーマ 

   自己実現に向けた活動を通した指導事例～５校におけるソーシャルスキルエデュケーション(ＳＳＥ)

の検討～ 

(2) 研究のねらい 

本研究は、令和５年度より、ソーシャルスキルエデュケーション(ＳＳＥ)を取り入れた特別活動の

授業研究を行っている。令和７年度は、様々な特色や実態に合わせた指導の計画や支援の手立てを記

載することで、より多くの高等学校で活用可能な事例を検討した。また、補助簿を使用した評価の例

も併せて示しており、各学校の指導と評価の一体化を目指す上での参考になることを期待している。 

 

２ 指導事例 

   令和７年度の研究では、令和６年度に県立新羽高等学校で実施した公開研究授業の内容を基に、４

名の推進委員が令和８年度所属校における研究授業の実施に向けて指導案を検討した。 

 

 (1) 事例１ 神奈川県立柏陽高等学校(全日制) 小澤 卓明 教諭 

  ア 目指す生徒の姿 

「グローバルリーダーとして、次代を担う人材」の育成を目指す。具体的には、将来の国際社会で リ

ーダーとして活躍する人材の育成を目指し、高い学力・コミュニケーション能力・リーダーシップを身

に付けさせるとともに、豊かな人間性・社会性を育む。 

イ 指導と評価の計画案 

ＳＳＥについて考え、学校(日常)生活での課題を見いだし学校生活に生かす。 

  (ｱ) 生徒(学校)の様子 

生徒(学校)の様子：本校は「学力向上進学重点校」として、将来の国際社会でリーダーとして活躍す

る人材の育成を目指し、高い学力・コミュニケーション能力・リーダーシップを身に付けさせるととも

に、豊かな人間性・社会性を育むよう、「授業の工夫」「グローバル教育」「系統的進路指導」「生徒

主体の行事運営」等を行っている。一方、学校生活を送る中で、学力は高いがコミュニケーションに

「苦手意識」を持っている生徒や、さまざまな部分で協働したり、学習と行事や部活動を両立したりす

ることに「疲れ」を感じている生徒も多く、ホームルーム教室ごとに異なる課題もある。また、現状と

して１年生は行事や部活動、授業におけるペアワーク・グループワーク等他者との関わり方に苦慮した

結果、欠席や遅刻が増えてしまう状況が見られる。ＳＳＥについて、ワークを通して理解を深め、自己

に足りない部分(課題)に気付き克服し、今後の学校生活をよりよくするために他者と考えを共有する必

要がある。 

(ｲ) 内容のまとまり 

ホームルーム活動(1)ホームルームや学校における生活づくりへの参画 

(ｳ) 議題 

よりよい学校生活を送るために、ＳＳＥのワークを通してコミュニケーションにおける自己の課題を

見いだし他者と共有する。 

(ｴ) ホームルーム活動(1)で育成を目指す資質・能力  

〇より良い学校生活に向け、多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要とな

ることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。［知識及び技能］ 

〇より良い学校生活に向け、集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話合い

を通して合意形成を図り、意思決定することができるようにする。［思考力、判断力、表現力等］ 

〇自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、生

活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方・生き方についての自覚を深め、

より良い学校生活を送ろうとする態度を養う。［学びに向かう力、人間性等］ 
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(ｵ) 内容のまとまりごとの評価規準 

事例１～４において共通とする。 

 

【ホームルーム活動(1)ホームルームや学校における生活づくりへの参画】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

より良い学校生活に向け、ホー

ムルームや学校、社会生活を向

上・充実させるために諸問題を

話し合って解決することや、他

者を尊重し協働して取り組むこ

との大切さを理解している。 話

合い活動や合意形成を得るため

の手順や活動の方法を身に付け

ている。 

より良い学校生活に向け、ホー

ムルームや学校、社会生活を向

上・充実させるための課題を多

角的に見いだしている。 課題を

解決するために話し合い、 多様

な意見を生かして合意形成を図

り、協働して実践している。 

 

当事者として、より良い学校生

活に向け多様な他者と積極的に

協働しながら日常生活の向上・

充実を図ろうとしている。 他者

への尊重と思いやりを深めて互

いのよさを生かす人間関係を作

ろうとしている。 

(ｶ) 一連の活動と評価 

時
間 

議題及び題材 

ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
１ 

【テーマ：ＳＳＥを通して学校(日

常)生活での課題を見いだし学校

生活に生かす①】  

ＳＳＥについて理解し、学校(日

常)生活ついて振り返り、自己の

課題を見いだす。 

○ねらい  

 ＳＳＥを通じて学校生活を振り返

り、人間(対人)関係において今の

自分にあるもの、足りないもの

(課題)が何かを考える。(人間

【対人】関係に限定) 

○活動  

・スライドを用いた説明(全クラス

Google Meet)を聞き「ＳＳＥ」に

ついて考える。(電子黒板) 

・ワークシートに取り組み、今の自

分にあるもの、足りないもの(課

題)を発見する。 

・自分で「課題解決」に向けた行動

のテーマを決める。 

(決めたテーマを今後の日常生活

で実践する) 

・授業内容を振り返り、Googleフォ

ームにまとめ回答する。(各自の

端末) 

・ホームルームや学

校、社会生活を向

上・充実させるた

めにＳＳＥの理解

を通じて、諸問題

を話し合って解決

することや、他者

を尊重し協働して

取り組むことの大

切さを理解するこ

とができている。  

・ホームルームや学

校、社会生活を向

上・充実させるた

めのＳＳＥの理解

を通して、自己の

課題を多角的に見

いだしている。 
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ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
２ 

【テーマ：ＳＳＥを通して学校(日

常)生活での課題を見いだし学校

生活に生かす②】 

 ＳＳＥを通して自己の課題解決に

向けて実践したことを振り返り次

回のグループ内発表へつなげる。 

○ねらい  

課題解決に向けて実践したことを

評価し、学校(日常)生活に変化は

あったか振り返り検証次回の授業

につなげる。 

○活動  

・自己の課題解決に向け、ＳＳＥの

ワークを通して決めたテーマを日

常生活で実践し、振り返り(気付

き)をスライドにまとめる。(各自

の端末) 

・次回の発表でグループ内へ共有す

る準備を行う。 

・授業内容を振り返り、Googleフォ

ームにまとめ回答する。(各自の

端末) 

・多様な他者と協働

する様々な集団活

動の意義や、活動

を行う上で必要と

なることについて

理解することがで

きている。 

   ・当事者として、多

様な他者と積極的

に協働しながら日

常生活の向上・充

実を図ろうとして

いる。 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
３ 

 【テーマ：ＳＳＥを通して学校(日

常)生活での課題を見いだし学校

生活に生かす③】 

 より良い学校生活に向け、ＳＳＥ

の学習を通した実践をまとめ他者

と共有し学校生活に生かす。 

○ねらい  

 より良い学校生活に向けたＳＳＥ

の実践や実践後の気付きをグルー

プ内で共有し、今後の学校生活を

より豊かにするために課題解決を

行う。 

○活動  

・ＳＳＥの学習を通して、自己の課

題解決に向け設定したテーマ(行

動)やこれまでのホームルーム活

動での気付きを、グループ内で発

表し共有する。(各自の端末) 

・他者の発表を聞き今後の学校生活

に生かしていきたい内容を中心に

振り返り、Googleフォームにまと

め回答する。(各自の端末) 

 ・話合い活動や合

意形成を得るため

の手順や活動の方

法を身に付けるこ

とができている。  

・課題を解決する

た め に 話 し 合

い、 多様な意見

を生かして、協

働して実践して

いる。  
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(ｷ) 評価 

評価については、補助簿などを作成し個別に評価していく(図１)。 

 

図１ 評価補助簿の例 

○特別活動(評価補助簿)     記載(評価)者           

 

（特別活動：評価における評価者所感） 

 

 

【先生方へ】 

①活動中に机間指導等で評価（○をつける）をお願いします。 

②記入後は〇〇の机上に提出をお願いします。 

 

 

(2) 事例２ 神奈川県立吉田島高等学校(全日制・農業科) 石塚 洋平 教諭 

本校は、約30haの「矢倉沢演習林」と宿泊研修施設「黒ヶ畑寮」を活用した森林環境教育を特色ある

特別活動として３年間継続して展開し、持続可能な社会を構築するためのマインドを持ち合わせた産業

人の育成を目指している。本指導計画は、導入として１年次に実施される１泊２日の「黒ヶ畑寮宿泊研

修」についてのものである。 

ア 目指す生徒の姿 

専門知識・技術を確実に習得し、将来の地域農林業や生活産業を担う人材の育成を目指す。そのため

に、主体的に学び、コミュニケーション能力やリーダーシップを発揮することで課題を発見・解決する

ことができる豊かな人間性と社会性を持ち合わせた生徒を目指す。 

専門高校では特色ある専門的行事が多くあり、その一つ一つに生徒が関わり、作り上げていく。その

ため、コミュニケーションスキルの充実が学習内容の充実に直結する。特に、本校の「黒ヶ畑寮宿泊研

修」は生活訓練としての意味合いも強く、その目的を「民主的かつ実践的社会人として必要な基本的な

生活態度を養い、人間的素養の充実をはかることを目的とする」とある。 

本研修の主な目的は、森林環境学習を通して持続可能な社会を構成する産業人の育成にあり、研修を

充実したものにするスキルとしてＳＳＥを捉えている。本研究収録では、評価規準をＳＳＥの側面にの

み着目し、「集団生活の基本的資質の向上」、「自己開発の徹底」、「実践的社会人としての素養の充

実」に重きを置く。 

出
席
番
号(

1
-
4
0
) 

目指す生

徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

ホームルーム活動③ 
 

知・技 思・判・表 

話
合
い
活
動
や
合
意
形
成
を

得
る
た
め
の
手
順
や
活
動
の
方

法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。 

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
話

し
合
い
、 

多
様
な
意
見
を
生

か
し
て
合
意
形
成
を
図
り
、
協

働
し
て
実
践
し
て
い
る
。 

1 生徒A 
   

2 生徒B 
   

3 生徒C 
   

4 生徒D    
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イ 授業実践例 

ホームルーム活動(１)【事前学習：黒ヶ畑寮宿泊研修をより充実した時間にするために必要なスキル】 

学習活動(指導上の留意点を含む) 

○ねらい  

 黒ヶ畑寮宿泊研修における森林環境学習の概略を理解し、ＳＳＥを通して集団生活の心構えを学ぶ。 

○活動(４クラス視聴覚室集合)  

導入 15分： 森林環境学習の意義として、森林が私たちの環境に果たす役割をスライドから学ぶ。 

展開①20分： 工程表と写真から宿泊研修の流れと体験内容、施設概要、持ち物と諸注意を把握する。 

展開②10分： 「ＳＳＥ」について、「アサーティブ」な対応と「バウンダリー」を意識した距離感を

理解し、展開①の内容からどのような場面に必要となるか、端的に研修日誌にまとめ

る。 

まとめ５分： ソーシャルスキルの向上が学びの質の向上に繋がることを説明する。 

ホームルーム活動(２)【入寮式(体験活動の導入)：ソーシャルスキルを具体的行動へ移すには】 

学習活動(指導上の留意点を含む) 

○ねらい  

 寮内施設やクラス状況を把握し、これからの体験内容を具体的に想像することで自分自身が意識すべき

ことを明確にし、行動へ移す。また、ソーシャルスキルの不足が学びの充実度を下げることを理解させ

る。 

○活動 

 登山 60分： 学校からバスで麓まで移動し、林道を60分間登山する。 

 休憩 20分： 寮内を把握し、食堂で休憩をする。  

入寮式20分：①施設概要を説明し、利用方法と注意点の説明を受け、理解する。 

      ②就寝までの体験内容の説明を受け、把握する。 

寮内清掃、昼食(お弁当を食べる)、山頂へ向けた登山とオリエンテーリング(地図を読

み、情報を書き込む)、炊事(薪を使い釜戸で炊飯とカレー作り)、夕食(食堂で夕食)、

片付けと入浴(片付けと併行して入浴)、卒業生の講話(指導林業家の杉山精一氏講演)、

反省(振り返りと明日の予定)、就寝(消灯) 

      ③アサーティブな対応とバウンダリーを意識した距離感が必要になる場面を研修日誌に書

き込み、班員同士で共有する。 

      ④研修後のロールモデルを意識し、各学科の学びや学校生活へどのように生かして行けば

良いか、体験を通して考える必要があることの説明を受け、自身で意識付けする。 

評価方法 

［知識・技能］多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、活動を行う上で必要となることについ

て考えた上で共有し、実際に行動へ移すことができる。 

［主体的に学習に取り組む態度］当事者として、多様な他者と積極的に協働しながら日常生活の向上と

充実を図り、ソーシャルスキルが必要となる各場面で活用しようとしている。 

ホームルーム活動(３)【退寮式(体験活動のまとめ)：宿泊研修で身に付けたこと、これからの自分】 

学習活動(指導上の留意点を含む) 

○ねらい 

森林環境学習及び宿泊研修中を内省・共有し、今後の学校生活へつなげていく。 

○活動 

 退寮式60分：①起床から退寮式までの体験内容を振り返り、教師からのフィードバックを受ける。 

        起床(朝食準備・洗面・布団片付け)、ラジオ体操(寮の前庭)、朝食(パンの配膳やサラ

ダの調理)、朝食片付け、寮内清掃(各部屋の片づけ等を含む)、間伐材の木工体験、退

寮式 

       ②研修日誌に、以下のことを整理し、記入する。事前と事後の変容について詳しく記載す

るように伝える。 

・森林環境学習がどのようにこれらの授業に結びついていくか整理し、記入する。 
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・宿泊研修中の体験をＳＳＥと照らし合わせ、取組を振り返り、記入する。 

・③の発表原稿を作成する。 

       ③各自１分程度で宿泊研修を受けての事前と事後の変容を発表し、他者の変容を知ること

で内省をはかる。 

評価方法 

［知識・技能］取組における、実践とその結果について客観的に認識することができている。 

［思考・判断・表現］自己に向き合い、ロールモデルと研修後の姿を比較し、研修中にどうあるべきであ

ったか、今後どうあるべきか内省することができる。 

 

(3) 事例３ 県立藤沢工科高等学校(全日制) 永井 匠 教諭 

ア 目指す生徒の姿 

・ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、多種多様な考え方の背景を理解し、

異なる立場に立って考えながら合意形成の手順や活動の方法を身に付けている。 

・ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、異なる立場に立って考えながら課題

を多角的に見いだし、多様な意見を取り入れながら相手を尊重した意見交換をしている。 

・ホームルーム及び社会の一員として、主体的に学び考え、自分の意見を相手に伝えようとするだ

けでなく、他者と協働しながら意見をまとめ合意形成を図ろうとする中で、良好な人間関係を作ろ

うとしている。 

イ 生徒(学校)の様子 

本校は、工科高校であり「ものづくり」に興味関心の高い生徒が多く在籍している。その一方で、

生徒間での「すれ違い」や「コミュニケーションによるトラブル」が起きたときに、自分の力で解決

できずに悩んでいる様子が確認できる。自力で解決を試みても、相手の気持ちを想像せずに「本音を

ぶつける」ことにより事態がさらに深刻になる様子も見られる。総じて、「他者の気持ちを想像し、

自分の行動を調整する力」を身に付けることが本校生徒の課題だと考えられる。 

これらのコミュニケーションにおける諸問題に対して、生徒の実情に合わせたＳＳＥプログラムが

有効であると考えられる。 

  ウ 内容のまとまり 

「ホームルーム活動(1) ホームルームや学校における生活づくりへの参画」 

エ 議題 

「自他のバウンダリー(境界線)を考え、適切なアサーションを身に付ける」 

  オ ホームルーム活動(1)で育成を目指す資質・能力 

○バウンダリー(境界線)やアサーションについて理解し、自他のバウンダリーについて適切な受け

入れ方やアサーションの方法を身に付けている。【知識及び技能】 

○異なる立場に立って考えながら課題を多角的に見いだし、多様な意見を取り入れながら相手を尊

重したコミュニケーションをとっている。【思考力、判断力、表現力等】 

○多様な他者と積極的に協働しながら日常生活の向上・充実を図り、他者への尊重と思いやりを深

めて互いのよさを生かす関係を作ろうとしている。【学びに向かう力、人間性等】 
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カ 一連の活動と評価 

時
間 

議題及び題材 

ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取

り組む態度 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
１ 

【テーマ：バウンダリーを知り、自

他のバウンダリーに触れる】 

○ねらい 

バウンダリーという考え方につい

て理解し、自分のバウンダリーに

ついて考える。 

○活動 

①【個人ワーク】 

バウンダリーについて理解する。 

(自分の受け入れられることと、受

け入れられないことを書き出す) 

 

②【グループワーク】 

それぞれのバウンダリーの共有 

(ＩＣＴ機器を活用しながら他者の

価値観に触れる) 

 

③【個人ワーク】 

「自分特有のバウンダリー」を考

える 

(他者と関わるための自分のバウン

ダリーをまとめる) 

(自分のバウンダリーの注意事項を

考え、ワークシートに書く) 

(自身の取扱説明書を作る) 

 

④振り返り 

・バウンダリー

の考え方を理

解している。 

 

・自分のバウン

ダリーを的確に

とらえている。 

 

・自他のバウンダ

リーを比較し、

自分の特徴を踏

まえた「自分の

取扱説明書」を

作ることができ

ている。 

・自分のバウンダ

リーは自分で決

めてよいことを

理解した上で、

線引きをしよう

としている。 

 

・自他のバウンダ

リーを比較し、

自分の特徴を導

きだそうとして

いる。 

 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
２ 

【テーマ：バウンダリーを守るため

のコミュニケーションスキル「ア

サーション」を身に付ける】 

○ねらい 

アサーティブな考え方と、そうで

ない考え方の違いを理解し、自分

のバウンダリーを守り、他者のバ

ウンダリーを尊重するためのより

よいコミュニケーション能力を身

に付ける。 

○活動 

①【個人ワーク】 

アサーションについて理解する 

(前回の「自分のバウンダリー」

と「自身の取扱説明書」を確認

させ、相手を尊重しながら自分を

うまく伝える方法がアサーション

と言うことを理解させる) 

・アサーティブ

な考え方と、

そうでない考

え方の違いを

理 解 し て い

る。 

 

 

・バウンダリーが

衝突した際、他

者理解と自己理

解を通して、お

互いが納得でき

る方法を考えら

れている。 

・アサーティブな

考え方に基づい

て、他者の立場

を 尊 重 し て 、

「どうするべき

だった」を考え

よ う と し て い

る。 
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②【グループワーク】 

自分と相手のバウンダリーをぶつ

けて、すり合わせる。 

(コミュニケーション事例を挙げ、

その際に自分だったらどのような

問題が起きるかロールプレイさせ

それぞれの気持ちをまとめる) 

 ↓(２シチュエーション用意) 

(お互いが嫌な思いをしないために

は、お互いがどうするべきかを考

えて話し合う) 

 

③【個人ワーク】 

アサーションのコツを考える 

(ロールプレイをして、アサーショ

ンのために必要だったことをワー

クシートに書き出す) 

 

④【グループワーク】 

アサーションのコツ共有 

(ＩＣＴ機器を活用しながら他者の

価値観に触れる) 

 

⑤【個人ワーク】 

まとめ 

   

 

(4) 事例４ 県立湘南高等学校(定時制) 柳原 慎平 総括教諭 

テーマ：湘南高校定時制ＳＳＥプログラム：安心して他者と関われる力を育てる 

～バウンダリーとコミュニケーション～(全３回) 

【ホームルーム活動(1)で育成を目指す資質・能力】 

・自他のバウンダリーについて考え、自分の思いや考えを相手に伝える力(アサーション)を養う。 

【知識及び技能】 

・自他の違いを理解し、他者と適切な距離を保ちながら安心して関われる方法を考え、表現する力を養

う。【思考力、判断力、表現力等】 

・相手の立場や気持ちに配慮し、相互に尊重し合える関係を築こうとする態度を養う【学びに向かう力、

人間性等】 

※電子黒板、一人一台端末、補助簿等を使用しながら、授業内の観察と成果物で行う。 

 

【一連の活動】 

回 活動構成 学習活動(※は評価の観点) 

第
１
回
（
４
５
分
） 

【本時のテーマ】 

自分の安心ゾーンを知ろう(自分のバウンダリーを意識しよう) 

【ねらい】 

・バウンダリーの考え方を理解する。 

・自分の傾向を知り、安心できる距離感を意識する。 

・自分のバウンダリーマップを作る。 

１ 導入 最近の人との関わりで「ホッとした」「疲れた」ことを思い出す。(共有自由) 

２ 学び バウンダリーの考え方をやさしく理解する。 ※知・技 

(心の線を守ることの大切さ) 
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３ ワーク① チェックシートに○をつける。点数化・発表なし。 

４ ワーク② 自分のバウンダリーマップを描く。(絵・線・色で表現) ※思・判・表 

５ 振り返り 気付いたこと・感じたことを記入する。話すのは自由。 

６ 次回までに 安心できる距離を一つ意識して過ごす。(ワーク記入) ※態 

２
（
４
５
分
） 

【本時のテーマ】 

気持ちを伝えるってどういうこと？(アサーションを身に付けよう) 

【ねらい】 

・アサーション(自分も相手も大切にする伝え方)を知る。 

・自分の感情を「私は～と感じた」と伝える練習をする。 

１ 導入 前回の振り返り、安心できる距離を一つ意識してみてどう感じたか記入する。 

２ 学び 三つの伝え方(攻撃的・受け身・アサーティブ)を紹介する。 ※知・技 

３ 実践① Ｉメッセージで伝える練習する。(例：「私は～と感じた」) ※知・技 

４ 実践② 簡単なロールプレイを行う。 ※思・判・表 

(断る・お願いする・感謝を伝える)  

５ 振り返り 伝えてみてどう感じたかを記入する。  

６ 次回までに 「ありがとう」「やめて」など一つ実践してみる。(ワーク記入) ※態 

３
（
４
５
分
） 

【本時のテーマ】 

お互いの大切にする関係をつくろう 

【ねらい】 

・相手のバウンダリーを尊重することを学ぶ。 

・相手の表情やサインを感じ取り、距離を調整する力をつける。 

１ 導入 前回の「伝えてみた体験」でどう感じたか記入する。 

２ 学び 相手にもバウンダリーがあることを理解する。(サインの見方) ※知・技 

３ 実践① ケースワークで対応を考える。(無理な頼まれごとなど) ※思・判・表 

４ 実践② 相手のバウンダリーを受け入れる練習する。(沈黙・表情を読む) ※知・技 

５ まとめ 「これから大切にしたい関わり方」を宣言カードに記入する。 ※態 

６ クロージング ３回の学びを振り返る。※態 

 

【プログラムを検討する上で考慮したこと】 

 ・使用する用語の理解に個人差があるため、ゆとりのある計画を立て、わかりやすい言葉を用いる。 

 ・人間関係のトラブルが起こりそうな時期の前までに行う。(本校は６月の文化祭前までに) 

 ・他者との関りに不安を感じる生徒もいるので、個人的な活動からペア・グループと段階的な構成とす

る。 

 ・気付きを大切にした活動を取り入れる。 

 ・日常生活で起こる体験とリンクさせて考えることができる内容にする。 

“次回までに”という課題を入れることで、自分の生活で活用する。 

 

【☆安心して他者と関われる力を育てるプログラム(全３回)】 

① 安心を基盤にした段階的な構成→安心して関わる力 

② 自己理解から始まるリレーションづくり→自分を大切にする力、他者を大切にする力 

③ 体験的・循環的な学び→実践(日常生活)に活かす力 

 

【生徒用ワークシート項目例】 

１. バウンダリーチェック(５項目に〇) 

２. わたしのバウンダリーマップ(中心：自分／周囲：人・場所) 

３. ふりかえり(感じたこと・安心できる距離) 

４. Ｉメッセージ練習欄 

５. 宣言カード：「これから大事にしたい関わり方」 
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３ 令和５年度から令和７年度までの神奈川県高等学校教育課程研究推進委員会 特別活動部門の取組 

2023年に神奈川県教育委員会が発出している『「令和5年度 公立高等学校等生徒の異動の状況」集計結

果（概要と統計表）』より、神奈川県内の公立高校における転退学者は増加傾向にあることが明らかになっ

た。その中でも、令和５年度当初の推進委員による協議で焦点が当てられたのは、生徒が抱える「人間関係

の悩み」である。本研究は、特別活動におけるＬＨＲ等の時間を活用してその課題解決を図ることを目的と

し、ＳＳＥに関する「組織的な授業改善」への段階的な取組として開始された。 

(1) 令和５年度：新羽高校と柏陽高校での実践 

学力向上進学重点校に位置付けられる柏陽高校と、生徒指導加配が割り当てられている新羽高校の２校

で実践を行った。同じ全日制高校であっても、生徒が抱える人間関係の悩みや課題の様態は異なる。その

ため、柏陽高校ではＳＳＥを通した「自己実現探究」を、新羽高校ではＳＳＥを通した「セルフディフェ

ンス学習」を展開した(詳細は令和5年度研究集録参照)。 各校で初めての取組であったことから、推進委

員が主体となり、全体講義やオンラインによる一斉授業を軸とした形式で実施した。事後アンケートの結

果からはプログラムの一定の効果が認められたものの、担当者の負担が大きく、継続的な運用の難しさが

課題として浮き彫りとなった。(※令和７年度より、新羽高校ではＳＳＥを「いのちの授業」として校内

分掌業務に位置付け、持続可能な学年行事として定着を図っている。) 

(2) 令和６年度 

新羽高校と柏陽高校での実践１年目の反省を踏まえ、運用方法に工夫を加えた実践を展開した。新羽高

校では、推進委員による講義形式ではなく、所属学年以外の学年団が授業ＳＳＥを担当する形態をとった。

マニュアル作成や学年研修を通じて「担当者以外の教員による再現性」に注力した結果、１年目同様の効

果が得られた。教員からは「習得させたい技術や目指す姿が明確である」「教具(スライド・ワークシー

ト)の柔軟性が高く、担任の個性やクラスの特色を生かせた」との声が挙がった。 柏陽高校では、前年度

の実施学年で継続してプログラムを実施した。指導と評価の一体化を図るため「評価補助簿」の作成に尽

力し、各クラスの特色を損なわない形での統一的な指導を可能にした。学年団からは「評価補助簿を通じ

て目指す姿が理解できた」との評価があり、特別活動における評価補助簿の有用性が確認された。 

(3) 令和７年度：吉田島高校、柏陽高校、湘南高校(定時制)、藤沢工科高校での実践計画  

専門学科(農業・家庭)を併置する吉田島高校、総合技術科の藤沢工科高校、学力向上進学重点校の柏陽

高校、定時制課程の湘南高校の４校において、ＳＳＥの試行に向けた指導計画の検討を行った。 校種や

課程を問わず活用できるよう、推進委員会では各校の特色や課題に応じたプログラムを検討した。なお、

対象は いずれも１学年とし、入学直後や長期休業前後での実施を想定している。 

 (4) まとめ 

これまでの取組から、ＳＳＥは、２～３年の計画で段階的に定着させることで、単発のイベントで終わ

らない、継続的かつ発展的なプログラムになることを部門として実感している。有用性は理解しつつも学

校現場では依然として年間計画への組み込みや教員の負担といった障壁は存在するが、各学校の教育目標

と実態に応じた指導計画を検討した今年度の研究成果は、各学校が抱える課題に対する有効な実行可能な

アプローチとなると期待している。 

新羽高等学校 教諭 袖本 風馬 
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